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※プログラム内容•開催時間については変更になる場合があります。
最終的な内容については当センターホームペ

ー
ジでご確認ください。

※各プログラム参加無料（抄録集は3,000円の実費頒布となります）

ー間I産業振興会館4階企画展示場

「神奈川県の爛境保全への取り組みと
川崎市の公害対策•今後の展望」
13:00-13: 15 化学物質と藁境汚染への取り組み

一
汚染対策とリスク管理

一

南川秀樹（日本瑣境衛生センタ
ー

） --

13: 15-13:55 神奈川県における大気•水景境の硯状とPM2.5対策の取り岨み
小林幸文（神奈川県親境科学センタ

ー
） --

13:55-14:35 川崎市の発展の歴史と公害
井上俊明（親境研究会かわさき） --

14:45-15:25 企業による公害の克服に向けた取り組み
日下修一(」FEスチ

ー
ル）

佐藤浩（東京電カフュエル＆パワ
ー

） -
-

15:25-16:05 川崎市の親境保全に向けた取り組み
～硯在から将来へ～
横田覚
（川崎市環境総合研究所）

川崎市産業振興会館1階ホ
ー

ル

環境の変化と感染症
南川秀樹（日本環境衛生センタ

ー
）

--

10:30-11 :oo レジオネラの被害と対策—近年の傾向ー
荒井桂子（横浜市衛生研究所） . -

11 :00-12:00 節足動物媒介性感染症の現状と課題
高崎智彦（神奈川県衛生研究所）

. -

13:00-14:00 生活環境周辺の害獣対策
古谷益郎（埼玉隈農業技術研究センタ

ー
） . -

14:00-15:00 福島原発事故による野生生物の放射能汚染
森敏（東京大学） •• 一

15: 15-15:45 民泊の活用と問題点
伊藤弘之（大田区役所）

. -

15:45-16:15 浄化槽を取り巻く最近の問題
佐藤祐司（日本環境衛生センタ

ー
）

いま起きている身の回りの諸問題
一

生活衛生•感染症•生態系について考える
一

一

10:00-10:30 
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虚岬叩暉畔馴I((;J

ランチセミナ
ー

（プラントメ
ー

カの最新の処理技術発表）
※昼食を用意しております。（先着150名を予定）

--

回ソリッドスクエア地下1階ホ
ー

ル

再生可能エネルギーと資源循瀾
第11回廃棄物処理施設維持管理技術事例研究発表会
一般社団法人廃棄物処理施設技術管理協会共催

基調講演「廃棄物発電や資源循環への対応と
交付金等による支援」
平松寛章（環境省）

-------------------· → ------------· → --------

基調講演「電力新時代における再生可能エネルギーJ
加藤政一（東京電機大学）

挨拶
-. 

基調講演環境衛生における廃棄物処理の進展j
南川秀樹
（日本環境衛生センタ

ー
）

特別行事
一般社団法人廃棄物処理施設技術管理協会
会長感謝状贈呈式、年閻醸文賞表彰式

特別講演「バイオガス化技術の現状と展望」
近藤守（日本蹟境衛生施設工業会）

一般発表

処理施設維持管理・適正処理、災害廃棄物関係

再生可能エネルギー・ごみ処理関係

術垂OBSielll(幽刃幸半賊IIf 
/d f·au'lau-1>1eseMビ)l'MMM//:dn4

oz祁里99紐llf陛刃幸出鵠II(

一

一般発表

10月28日臼

13:25-13:55 

14:00-16:30 

12:20-13:20 

10:40-11 :oo 

10:1s-10:3s 

11 :00-12:15 

9:ss-10:1s 

9:30 
•• 一

9:35-9:55 

°豆�\吐拉紅溺五猫昌k妬括忌召晟O苓当濯穏f濫
ュ0匪盈媒匁�":?須壼

‘

さq呈拍髄〇華笛単
‘

話蕪華
‘

窮とが�q祗:!I桓�(/)弔隅呈f弔''1tC.r4n・励章涸
‘

鋲嶽
、平l等半国写鋲盗マ呈頃5

4ェC.)'.'.'.�r..(i,-、!2N蒻等画蛍壽華出蜘IIf罰琴

等日8t-,r,日9t町）L*BZ箪＊

10月27日因回ソリッドスクエア地下1階ホ
ー

ル

大会式典
猥境大臣表彰／厚生労働省医薬•生活衛生局長感謝状／
生活と環境全国大会長感謝状

-

-

特別講演
「遺伝と爛境」
土屋了介
（地方独立行政法人神奈川県立病院機構理事長）

--

特別企画シンポジウム
「火山の脅威と恵み
—温泉を視点に火山との共生を考える-J
基調講演及びコ

ー
ディネ

ー
タ

ー

益子保（中央温泉研究所）

パネリスト
前野深（東京大学地震研究所）
板寺一洋（神奈川県温泉地学研究所）
菅野重和（神奈川県）
鈴木悌介（鈴廣蒲鉾本店）

•• 一

13:45-17:10 • 即罪iill
全国爛境衛生職員団体協議会•
事例研究発表会
立川崎市産業振興会館1階ホ

ー
ル

10月26日四
•1罰罰置直川崎市産業振興会館1階ホ

ー
ル

全国瑯境衛生•廃棄物関係課長会プログラム

全国藁境衛生・廃棄物関係課長会
頭境衛生部会／廃棄物部会／総会
全国爛境衛生職員団体協議会総会
平成28年度第30回全国火葬肩報交換会

9:30-17:00(28日は16:00まで）
Bソリッドスクエア地下1Fホ

ー
ル内ホワイエ

第60回g旦歴造

疇璽直祠
10月27i日0

-28印
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直
ソ

リ
ッ

ド
ス

ク
エ

ア
地

下
1階

ホ
ー

ル
東

日
本

大
震

災
や

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

の
事

故
を

契
機

と
し

て
、大

規
模

災
害

に
備

え
た

施
設

の
防

災
・

エ
ネ

ル
ギ

ー

拠
点

化
な

ど
廃

棄
物

処
理

施
設

に
課

せ
ら

れ
る

役
割

は
大

き
く

変
化

し
て

い
ま

す
。

さ
ら

に
低

炭
素

化
社

会
の

形
成

に
向

け
て

、循
環

資
源

・バ
イ

オ
マ

ス
資

源
の

熱
回

収
や

燃
料

化
な

ど
再

生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー

を
創

出
す

る
廃

棄
物

処
理

分
野

へ
の

期
待

も
高

ま
っ

て
い

ま
す

。
こ

の
よ

う
な

状
況

を
踏

ま
え

、本
公

開
講

座
で

は
、先

進
事

例
や

取
組

内
容

、課
題

等
に

つ
い

て
、専

門
家

か
ら

ご
講

演
い

た
だ

き
、参

加
者

の
理

解
を

深
め

ま
す

。

e
r

神
奈

川
県

の
環

境
保

全
へ

の
敢

り
組

み
と

川
崎

市
の

公
害

対
策

•今
後

の
展

望
J

1
3

:0
0

-
1

6
:0

5
回

川
崎

市
産

業
振

興
会

館
4 階

企
画

展
示

場
1 960

年
代

は
じ

め
、わ

が
国

で
は

高
度

経
済

成
長

と
そ

こ
に

立
地

す
る

企
業

で
す

。今
で

は
こ

の
経

験
と

技
引

き
換

え
に

厳
し

い
公

害
問

題
を

経
験

し
ま

し
た

。京
術

が
新

た
な

環
境

問
題

の
解

決
と

、新
興

国
の

頭
境

改
浜

工
業

地
帯

で
も

大
気

汚
染

、水
質

汚
濁

を
改

善
す

る
善

に
役

立
て

る
た

め
に

活
か

さ
れ

て
い

ま
す

。地
域

の
公

た
め

に
自

治
体

と
企

業
そ

し
て

市
民

が
互

い
に

協
力

し
害

問
題

か
ら

地
球

規
模

の
環

境
問

顆
に

つ
い

て
、今

日
て

こ
の

問
題

に
向

き
合

い
、少

し
ず

つ
克

服
し

て
き

ま
し

ま
で

の
取

り
組

み
を

振
り

か
え

り
、未

来
へ

向
け

て
の

挑
た

。そ
の

中
心

と
な

っ
た

の
が

、川
崎

市
で

あ
り

、
ま

た
、

戦
を

講
演

い
た

だ
き

ま
す

。

ロヨ
。

「
い

ま
起

き
て

い
る

身
の

国
り

の
諸

閏
題

一
生

活
衛

生
•感

染
症

•生
態

系
に

つ
い

て
考

え
る

—
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我
々

の
生

活
環

境
や

そ
の

周
辺

で
、今

、起
き

て
い

世
界

共
通

の
課

題
に

な
っ

た
り

す
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
が

、
る

動
き

に
つ

い
て

、特
に

課
題

と
な

っ
て

い
る

側
面

を
時

に
地

域
特

有
の

問
題

も
あ

り
ま

す
。身

近
で

あ
り

な
が

中
心

に
取

り
上

げ
ま

す
。生

活
環

境
で

は
幅

広
い

話
題

ら
、解

決
が

容
易

で
な

い
問

題
の

い
く

つ
か

に
つ

い
て

、
が

連
日

、取
り

沙
汰

さ
れ

て
い

ま
す

。そ
れ

ら
は

時
と

し
専

門
家

や
行

政
の

視
点

か
ら

情
報

提
供

頂
き

ま
す

。
て

、人
や

モ
ノ

の
ボ

ー

ダ
レ

ス
な

移
動

に
起

因
し

た
り

、
大

会
式

典
1
0

:
3

0
-1

1
:
4

5

直
亘
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リ

ッ
ド

ス
ク

エ
ア

地
下

1階
ホ

ー
ル

「火
山

の
脅

威
と

恵
み

—温
泉

を
視

点
に

火
山

と
の

共
生

を
考

え
る

＿」

日
本

に
は

110
の

活
火

山
が

存
在

し
、気

象
庁

は
こ

の
う

ち
50

の
火

山
を

24時
間

体
制

で
観

測
・監

視
を

行
っ

て
い

ま
す

。火
山

災
害

は
、曝

石
、火

砕
流

、溶
岩

流
、火

山
灰

、火
山

ガ
ス

を
主

な
要

因
と

し
て

お
り

、人
命

は
も

ち
ろ

ん
、経

済
や

自
然

環
境

へ
甚

大
な

被
害

を
も

た
ら

し
ま

す
。

一

方
で

、火
山

活
動

は
、肥

沃
な

土
壌

と
な

る
火

山
灰

や
有

用
な

金
属

等
を

も
た

ら
す

他
、風

光
明

美
な

、 一
｀

観
光

地
や

温
泉

を
生

み
出

し
て

い
ま

す
。

本
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
で

は
、人々

の
く

ら
し

に
様

々
な

影
響

を
も

た
ら

す
火

山
に

つ
い

て
脅

威
と

恩
恵

の
両

面
か

ら
と

ら
え

、特
に

温
泉

を
中

心
に

火
山

と
の

共
生

に
つ

い
て

考
え

ま
す

。

環
境

衛
生

、環
境

保
全

及
び

3
R

推
進

、生
活

環
境

改
善

事
業

、

監
視

業
務

等
に

永
年

尽
力

し
、功

績
の

あ
っ

た
個

人や
団

体
に

対
し

、瑣
境

大
臣

表
彰

、厚
生

労
働

省

医
薬

•生
活

衛
生

局

長
感

謝
状

、生
活

と

環
境

全
国

大
会

長

感
謝

状
の

授
与

式
�

-

を
行

い
ま

す
。
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調
講

演
及

び
コ

ー

デ
ィネ

ー
タ

ー

中央
温

泉
研

究
所

長
益

子
保

エ
ス

エ
ヌ

躙
墳

テ
ク

ノ
ロ

ジ
一

棒
式

食
社
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井
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Fax 03-6404-0192 

<
営

業
品

目
>

◆
都

市
ご

み
焼

却
施

設
◆

リ
サ

イ
ク

ル
施

設

ム
、, .. 

8
N

T
 

特
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講
演

1
1

:
s

o
-1

2
:
2

0

回
ソ

リ
ッ

ド
ス

ク
エ

ア
地

下
1階

ホ
ー

ル
直

1
0

/2
7

(木
）、

2
8

(金
）

/
［

場
所

］
川

崎
市

産
業

振
興

会
館

1階
ホ

ー

ル
前

総
合

受
付

ソ
リ

ッ
ド

ス
ク

エ
ア

地
下

1階
ホ

ー

ル
前

総
合

受
付

川
崎

市
産

業
振

興
会

館
及

び
ソ

リ
ッ

ド
ス

ク
エ

ア
の

総
合

受
付

に
で

神
奈

川
県

の
鳥

「カ
モ

メ
」の

ピ
ンバッ

ジ
を

先
着

5
0

0
名

様
に

プ
レ

ゼ
ン

ト
い

た
し

ま
す

。
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�

翌
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が
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ま
す
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支
店

札
幌

・東
北

•新
潟

•東
京

・名
古

屋
・大

阪
・九

州

営
業

所
秋

田
・い

わ
き

・松
本

・習
志

野
•岡

山
•四

国
・鹿

児
島

「遺
伝

と
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境
」
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国

立
が

ん
セ

ン
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央

病
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独
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立
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機
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理

事
長
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